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厚生・産業常任委員会

◎ 開催日時 平成 25 年６月 21 日（金） 10 時 02 分～12 時 28 分

◎ 開催場所 第四委員会室

◎ 説 明 員 健康福祉部長および関係職員

◎ 議事の概要

【健康福祉部所管分】

１ 付託案件

（１）議第 129 号 平成 25 年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）のうち健康福祉部

所管部分について

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。

（２）議第 116 号 動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例案

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。

２ 所管事項調査

（１）報第３号 平成 24 年度滋賀県繰越明許費繰越計算書のうち健康福祉部所管

部分について

（２）公益法人等の経営状況説明書（公益財団法人 糸賀一雄記念財団）について

（３）公益法人等の経営状況説明書（公益財団法人 滋賀県生活衛生営業指導センター）

について

（４）生活保護の基準引き下げによる他の制度への影響について

委員からは、生活保護基準引き下げによる影響について、県と市町が力を合

わせて、それぞれのケースによる生活状況の把握に努めていただきたい、など

の意見が出された。

（５）国産牛に関するＢＳＥ対策の見直しについて

（６）乳児虐待事件について

委員からは、しっかりと現場の現状を分析して、現場の職員体制の配置に課

題があるのなら、配置に係る要望もすべきである、などの意見が出された。



３ 一般所管事項調査

委員からは、ドクターヘリの導入について、関西広域連合における共同運航という

約束が出来ているという事情は理解できるが、本会議における議論などを聞いている

と、県はドクターヘリの単独導入に踏み込むべきではないか、といった意見が出され

た。

４ 意見書（案）

「一般用医薬品のインターネット販売等の新たなルールに関する意見書（案）」、

「自殺対策の更なる推進を求める意見書（案）」ともに、意見が分かれたため、委

員会としての提出は困難なことから、各会派で判断することとなった。
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委員会で配付された資料

１ 平成25年６月県議会 厚生・産業常任委員会条例案資料

２ 平成24年度 健康福祉部繰越明許費繰越計算書一覧

３ 生活保護費の基準見直し（引き下げ）に伴う影響について

４ 国産牛に関する牛海綿状脳症（ＢＳＥ）対策の見直しについて

５ 乳児虐待事件について


